
2007-08-20(月) 

■ごみの分別 

 

新参職員＜サワダ＞のグリコン日記 

 

多くの地域でいまやごみの分別は当たり前のことになっているようです。 

きちんと分別をと思うものの、この頃のごみは単純ではなくて、捨てる際に 

どうすりゃいいの？と悩んでしまうこともよくあります。 

 

牛乳などがはいっている紙のパッケージでも内側にラミネート加工が施してあったり 

注ぎ口はプラスチックになっていたりと様々です。紙の範疇にはずれる部分を 

取り除こうと悪戦苦闘したりします。 

 

ペットボトルも同様で、いまやスーパーやコンビになどには回収ボックスが設けて 

あり、割といつも一杯になっています。 

特にコンビニのペットボトル回収ボックスの中をみると、 

キャップやラベルもついたままというものが沢山はいっていますが、 

回収後は簡単に再生までもっていけるのでしょうか？  

 

先日ある工場の見学に行ったのですが、そこでも飲み物の自動販売機近くには 

ごみの分別ボックスが置いてありました。 

ふとみるとペットボトル用ボックスの口の下のところに小さなカゴがつけてあります。 

そこにペットボトルのキャップが５、６個はいっていました。 

ペットボトルを捨てる際に、キャップははずしてから捨ててね、ということだと 

思うのですが、この小さな工夫に思わず足を止めてしまいました。 

自分達のところでできることは小さなことでも実践する姿勢に、ちょっと感心!です。 


